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─「行動」、「先導」、「協働」する国大協─

　激動の時代ともいえる今、我が国の教育と研究を担う「人と知恵」
の拠点としての国立大学に対する期待は大きく、同時に、その役割を
果たすための国立大学の機能強化やガバナンス改革に対する各方面
からの要請もまた大きいものがあります。
　政府は、先ごろ発出された教育再生実行会議の第三次提言などに
おいて、大学教育の質的転換、大学教育のグローバル化の推進、イノ
ベーション創出のための教育・研究基盤の強化、社会人の学び直しの
機会の拡充など、大学の主体的な改革への方針を打ち出しています。
　一方で、こうした課題は各国立大学がこれまでに懸命に努力してき
たことそのものでもあります。国立大学協会は、本年５月に「『国立大
学改革』の基本的考え方について─国立大学の自主的・自律的な機
能強化を目指して─」を取りまとめ、この中で、国立大学の存在意義を
改めて確認するとともに、国立大学が、今後強化すべき機能・役割に
ついて検討して参りました。
　今後も、政府、社会からの要請をしっかりと受け止めつつ、国立大
学の価値をさらに高めていくため、国立大学協会は、「行動」「先導」
「協働」の３つの「ドウ」をモットーに、活動して参ります。「行動する国
大協」。国立大学の存在意義を強く社会へ発信するとともに、財政支
援、環境整備などにむけ、政府あるいは関係省庁等に積極的に働き
かけをして参ります。「先導する国大協」。国立大学の持つ「知」を結集
し、全国立大学ひいては日本の大学がグローバル化をさらに進め、世
界と伍して戦うことができるよう、リードして参ります。「協働する国
大協」。各国立大学のさまざまな施策やアイディアで、全国立大学が一
つのシステムとして機能するよう、力をあわせて取り組んで参ります。
　安倍総理の発言にもあるように大学力は国力そのものです。我が
国の持続的発展のため、国立大学が果たすべき機能をさらに強化し、
各国立大学それぞれの取組はもとより、国立大学協会としても、今後
も不断の努力を続けて参ります。
　今後も変わらぬご指導、ご支援を賜りますよう、
お願い申し上げます。

　当協会では、平成25年６月総会をもちまして、会長及び副会長など
役員の交代がございましたのでお知らせいたします。
　　　会　長（理事） 松本 紘  （京都大学長）
副会長（理事） 濵口 道成  （名古屋大学長）
副会長（理事） 里見 進  （東北大学長）
副会長（理事） 羽入 佐和子  （お茶の水女子大学長）
副会長（理事） 谷口 功  （熊本大学長）
　　　　また、情報誌「JANU」の体裁も一新して国大協広報誌「国立大学」
として皆さまにお届けすることになりました。
　これからも、各国立大学の特色ある教育・研究等についてわかりや
すくお伝えして参ります。
　国大協ホームページhttp://www.janu.jp/もぜひご覧ください。
　　　 一般社団法人  国立大学協会
 広報委員長　羽入佐和子

会長　松本 紘
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成長戦略を掲げた日本。科学技術イノベーションの推進、グローバル化に対応
する人材力の強化など、各教育機関への注目度も高まる中、全国８６の国立
大学は今、国の「知の拠点」として抜本的機能強化を図り、国と社会の持続的
発展を目指した「知の革新」を進めている。キーワードは「連携」「開放」「挑
戦」「創造」。今回はその一つとして、機能と特色を活かした国立大学の「知の
開放」への取り組みを紹介する。集積した知をいかにして人、地域、社会に役
立てているか、教育現場で奮闘する人々の声を聞いた。
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　　　　    ─筑波技術大学
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パソコンノートテイクの伝達情報量は手書きの３、４倍。ノート
テイカーには授業内容を要約するための読解力が要求される。

　

静
け
さ
の
中
に
心
地
よ
く
響
く
講
師
の
声
。
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
の
中
央
に
は
講
義
の
概
要
が
示
さ
れ
、
左
側
に
は
講

義
の
内
容
を
補
足
す
る
図
形
や
数
値
が
随
時
書
き
込
ま
れ
て

い
く
。
そ
し
て
ボ
ー
ド
の
右
側
に
は
講
師
の
話
す
言
葉
が
、

ま
る
で
映
画
の
字
幕
の
よ
う
に
瞬
時
に
表
示
さ
れ
る
。
こ
の

日
、
受
講
す
る
学
生
の
後
ろ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

４
人
が
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
、
授

業
内
容
が
細
大
漏
ら
さ
ず
表
示
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
光
景
こ

そ
が
、「
パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
を
使
っ
た
授
業
風
景

な
の
だ
。

　

筑
波
技
術
大
学
は
日
本
で
唯
一
、
聴
覚
・
視
覚
の
障
害
を

持
つ
学
生
の
た
め
の
国
立
大
学
で
、
現
在
３
７
４
名
が
大
学

及
び
大
学
院
で
学
ん
で
い
る
。
聴
覚
障
害
学
生
が
受
講
す
る

授
業
で
は
、
同
大
学
の
専
任
教
員
は
全
て
手
話
や
文
字
な
ど

の
視
覚
的
な
手
段
を
用
い
て
授
業
を
進
め
る
。
し
か
し
、
非

常
勤
講
師
が
担
当
す
る
授
業
で
は
、
同
じ
よ
う
な
体
制
を
取

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
、
不
可
欠
な
の
が

「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
だ
。
同
席
し
た
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
が
講

師
の
授
業
内
容
を
「
要
約
筆
記
」
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受

EP
ISO

D
E 1

聴
覚
障
害
学
生
の
受
講
を
支
え
る
専
門
技
能

「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」と
は
!?

す
べ
て
の
学
生
に
平
等
な
知
の
提
供
を
。

国
立
大
学
が
取
り
組
む
教
育
支
援
の
環
境
づ
く
り

筑
波
技
術
大
学

授
業
で
語
ら
れ
た
内
容
を
視
覚
情
報
化
す
る

「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」が

聴
覚
障
害
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
を
す
る 白澤麻弓准教授

（筑波技術大学
  障害者高等教育研究支援センター）
筑波大学大学院で心身障害研究科修了。
2004年にアメリカの障害学生の支援
体制を視察。それらを参考に連携大学・
機関と協力し、PEPNet-Japanの立ち
上げに至った。

教育支援

パソコンノートテイクの授業風景。1つの授業を4人のノートテイカーが受け持ち、あうんの呼吸で講師の話を書き分けている。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─
　
　
　
　
　
人
に
、地
域
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
、
国
立
大
学
の
知
は
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き
る
。
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講
生
に
伝
え
て
い
く
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
多
く
は
手
書
き
に
よ
る
も
の
だ
が
、
筑

波
技
術
大
学
で
は
、
全
て
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
外
部
の
要
約
筆
記
者
を
中
心
に
10
名

ほ
ど
の
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
で
応
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
員
が

必
要
な
時
は
、
沖
縄
や
長
野
な
ど
の
遠
隔
地
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
風
景
を
送
信
し
、
そ
こ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
の
文
字
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
培
わ

れ
た
障
害
学
生
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
学
内
に
あ
る
障
害
者

高
等
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
他
の
大
学
へ
発
信
さ
れ
、

支
援
協
力
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
聴
覚
に
障
害
を
持
つ
学
生
が
大
学
で
学
ぼ
う
と
す
る
時
、

手
話
通
訳
や
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
最
も
普
及
し
て
い
る
の
が
手
書
き
の
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
で
す
が
、
こ
の
多
く
が
同
じ
大
学
の
学
生
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
彼
ら
自
身
、
授
業
も
あ
れ
ば

試
験
勉
強
も
あ
る
。
だ
か
ら
１
人
で
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
も
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
授
業
数
の
多
い
１
年
生
で
は
、
聴
覚

障
害
学
生
１
人
に
20
～
30
人
の
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
」

　

と
語
る
の
は
、
筑
波
技
術
大
学
障
害
者
高
等
教
育
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
の
白
澤
麻
弓
准
教
授
だ
。
大
学
が
主
体
と
な
っ

た
支
援
体
制
が
整
う
ま
で
、
支
援
確
保
は
障
害
学
生
の
自
助

努
力
に
任
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

同
大
学
の
産
業
技
術
学
部
で
電
子
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
永
川

智
晴
さ
ん
は
、
入
学
の
経
緯
を
こ
う
語
る
。

　
「
私
の
場
合
、
進
学
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
大
学
か
ら
、

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
自
分
の
努
力
で
乗
り

切
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
悩
ん
だ
末
に
、
１
年
遅
れ
て
こ

の
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。
授
業
は
声
と
手
話
を
使
い
、
非

常
勤
の
先
生
の
声
も
パ
ソ
コ
ン
で
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
し
て
く
れ

ま
す
。
黒
板
へ
の
筆
記
も
多
く
、
不
明
点
は
そ
の
場
で
解
決

し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
勉
強
の
し
が
い
が
あ
り
ま
す
」

　

こ
う
し
た
支
援
体
制
を
全
国
の
大
学
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
、
２
０
０
４
年
に
立
ち
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
日
本
聴

覚
障
害
学
生
高
等
教
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｎ

ｅ
ｔ
‐
J
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
だ
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｎ
ｅ
ｔ
‐
J
ａ
ｐ
ａ
ｎ
事
務
補
佐
員
の
五
十
嵐
依

子
さ
ん
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
大
学
で
あ
る
宮
城
教

育
大
学
在
学
中
の
４
年
間
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
と
し
て
聴
覚

障
害
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
。
同
大
学
に
は
専
門
の
支

援
室
が
あ
っ
て
、
学
生
が
希
望
す
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
の
養
成
講
座
を
開
い
て
く
れ
た
と
い
う
。
と
は
い
え
、

支
援
体
制
は
地
域
の
各
大
学
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
ノ
ー
ト

テ
イ
カ
ー
を
確
保
で
き
た
大
学
と
不
足
す
る
大
学
。
そ
う
し

た
大
学
個
々
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｎ
ｅ
ｔ
‐
J
ａ
ｐ
ａ
ｎ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
情
報
交
換
し
て
い
る
の
だ
。

　

現
在
全
国
の
大
学
で
学
ぶ
聴
覚
障
害
学
生
は
１
５
０
０
人

余
り
。
し
か
し
彼
ら
に
必
要
な
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
を
提
供
で

き
て
い
る
大
学
は
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
人
材
確
保
に

苦
慮
す
る
大
学
に
、
筑
波
技
術
大
学
障
害
者
高
等
教
育
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
講
師
を
派
遣
し
て
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー

養
成
の
た
め
の
ス
キ
ル
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
白
澤
准
教
授
は
言
う
。

　
「
昨
年
、
文
部
科
学
省
が
『
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
修
学

支
援
に
関
す
る
検
討
会
』
の
報
告
書
を
発
表
し
ま
し
た
。
か

つ
て
障
害
学
生
の
自
助
努
力
で
や
っ
て
き
た
も
の
が
、
今
は

大
学
に
よ
る
支
援
体
制
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書

で
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
障
害
学
生
へ
の
支
援
は
大
学
が

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
る
の
で
す
」

　

つ
ま
り
、
集
積
さ
れ
た
知
が
す
べ
て
の
学
生
に
平
等
に
提

供
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
学
が
動
き
出
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
支
援
体
制
の
取
り
組
み

が
進
む
中
、
障
害
者
支
援
の
核
と
な
っ
て
全
国
に
情
報
発
信

を
行
う
筑
波
技
術
大
学
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

サ
ポ
ー
ト
の
大
半
は
同
じ
大
学
生
。

そ
の
た
め
１
人
の
聴
覚
障
害
学
生
に

20
〜
30
人
の
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
が
必
要
だ

大 学 内 のPEPNet-Japan
事務局。40種以上の無償教
材やウェブコンテンツを全
国に発信する。

永川智晴さん
（筑波技術大学４年）
産業技術学部で電子システ
ムを学び、情報科学技術の
スペシャリストを目指す。

五十嵐依子さん
（PEPNet-Japan事務補佐員）
大学時代、４年間ノートテ
イカーを務める。将来は、
それらの経験を郷里、新潟
で活かしたいと語る。

大
学
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
支
援
体
制
。

そ
れ
そ
れ
の
サ
ポ
ー
ト
情
報
を

Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｎ
ｅ
ｔ–

J
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
つ
な
ぐ
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羽
田
か
ら
飛
行
機
で
女
満
別
空
港
ま
で
約
２
時
間
。
さ
ら

に
車
で
一
本
道
を
延
々
と
進
む
こ
と
１
時
間
。
畑
作
地
帯
に

広
が
る
北
見
市
は
北
海
道
東
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
中
核
都

市
だ
。
広
大
な
大
地
と
空
。
タ
マ
ネ
ギ
の
生
産
量
は
国
内
生

産
量
の
約
３
割
を
占
め
、
日
本
一
を
誇
る
。
町
は
農
業
を
中

心
と
し
た
第
一
次
産
業
と
建
設
業
に
代
表
さ
れ
る
公
共
事
業

を
主
体
に
発
展
し
て
き
た
。

　

北
見
工
業
大
学
は
、
こ
う
し
た
農
業
地
帯
に
あ
る
工
業
大

学
と
し
て
、
北
見
市

と
連
携
し
て
様
々
な

役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
広
々
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
角
に
あ
る
社
会
連
携
推

進
セ
ン
タ
ー
。
前
職
か
ら
数
十
年
に
わ
た
り
、
産
学
官
の
連

携
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
有
田
敏
彦
教
授
が
、
日
焼
け
し
た

顔
で
元
気
良
く
出
迎
え
て
く
れ
た
。

　
「
我
々
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ウ
ル
市
に
街
づ
く
り
を
学

び
、
産
学
連
携
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
、
自
立
的
経
済

基
盤
の
確
立
に
向
け
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
の
公
共
事
業
の
減
少
で
建
設
業
も
衰
退
し
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
で
状
況

「
第
一
次
産
業
の
工
業
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

新
た
な
地
域
再
生
戦
略
の
舵
を
切
る

EP
ISO

D
E 2

工
農
ク
リ
エ
ー
タ
ー
創
出
プ
ラ
ン
で
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
か
ら
新
産
業
を
切
り
拓
く
。

人
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
同
時
に
つ
く
る
。

国
立
大
学
に
託
さ
れ
た
知
の
開
放
と
社
会
貢
献

北
見
工
業
大
学  

オートラベラー。開発したオリジナルドリンクのボトルに自動でラベルを貼る。

有田敏彦教授 
（北見工業大学 社会連携推進センター）
プロジェクトに最初から携わる産学官
コーディネートの立役者。様々なプロ
ジェクトを立ち上げ、フィンランドの
視察にも参加。専門分野は機械設計、
機械加工、建築設計など。

ミートチョッパーでの実習風景。本来肉を挽く道具だが、野菜にも利用できる。ニンジンを砕き、機能性物質を抽出して化粧品を作る。

社会人支援

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─
　
　
　
　
　
人
に
、地
域
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
、
国
立
大
学
の
知
は
生
き
る
。

知
の
開
放



6

工農クリエーター創出プランで、オホーツク圏から新産業を切り拓く。──北見工業大学Episode 2

は
平
均
で
８
割
を
超
え
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
順
調
に
進
行
し
、

こ
こ
か
ら
北
見
の
未
来
を
担
う
人
材
が
次
々
と
巣
立
っ
て

い
っ
た
。

　

北
見
市
の
田
園
風
景
の
中
に
突
然
現
れ
る
モ
ダ
ン
な
建
物
。

情
報
技
術
と
農
業
の
融
合
を
目
指
し
、「
新
し
い
農
業
の
か

た
ち
」
を
提
案
す
る
（
株
）シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
だ
。
こ
こ

に
勤
務
す
る
辻
野
貴
之
さ
ん
は
昨
年
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

講
し
、
今
年
７
月
、
卵
を
使
わ
な
い
流
氷
大
豆
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
発
売
し
た
。
大
豆
の
中
で
も
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
含
有
率

が
高
い
、
地
元
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
「
ゆ
き
ぴ
り
か
」
を
使
用
し

た
大
豆
粉
と
大
豆
酢
、
ひ
ま
わ
り
油
な
ど
、
植
物
系
の
素
材

が
一
変
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
大
学
は
様
々
な
産

業
従
事
者
の
業
種
転
換
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
い
う

必
要
性
に
迫
ら
れ
て
き
た

の
で
す
」

　

北
見
工
業
大
学
に
は
寒
冷
地
工
学
に
代
表
さ
れ
る
最
先
端

技
術
が
あ
る
。
地
域
再
生
の
た
め
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
新
た
な
産
業
を
起
せ
な
い
か
。
北
見
市
の
未
来
を
探
っ

て
い
く
中
で
注
目
し
た
の
が
、
地
域
特
産
の
タ
マ
ネ
ギ
だ
っ

た
。
市
や
農
協
が
出
資
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
立
ち
上

げ
た
組
織
が
、タ
マ
ネ
ギ
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、ス
ー

プ
や
ソ
テ
ー
に
加
工
し
製
品
化
し
て
販
売
。
今
で
は
全
国
売

上
の
60
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
大
規
模
な
会
社
に
成
長
し
て
い

る
。
こ
の
成
功
事
例
を
ヒ
ン
ト
に
、
大
学
が
見
出
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「
第
一
次
産
業
の
工
業
化
」
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら

地
域
再
生
戦
略
の
新
た
な
方
向
性
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
新
時
代
工
学
的
農
業
ク
リ
エ
ー
タ
ー
人
材
創
出
プ
ラ
ン
」

は
、
社
会
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
２
０
０
６
年
か
ら

５
カ
年
計
画
で
実
施
さ
れ
た
。
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
振

興
調
整
費
に
よ
る
も
の
で
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
製
品

開
発
・
商
品
化
に
重
点
を
置
い
た
、
工
農
連
携
に
よ
る
人
材

育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
そ
の
柱
は
「
企
業
支
援
」「
中
小

企
業
指
導
者
支
援
」「
土
木
・
建
設
業
の
異
業
種
へ
の
参
入

支
援
」
で
あ
り
、
地
域
の
社
会
人
を
対
象
に
、
短
期
集
中
講

座
を
開
講
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

講
義
は
大
学
の
夏
季
・
冬
季
休
業
や
土
日
、
夜
間
を
利
用

し
て
行
わ
れ
た
。
受
講
者
は
農
業
の
工
学
的
見
地
か
ら
の
情

報
技
術
、
成
分
分
析
、
気
象
予
測
や
環
境
問
題
な
ど
の
講
座

と
、
50
時
間
以
上
の
栽
培
・
管
理
・
収
穫
・
加
工
技
術
な
ど

の
実
習
、
さ
ら
に
商
品
開
発
か
ら
販
売
促
進
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ま

で
も
学
ぶ
。
作
物
の
作
付
け
・
栽
培
・
生
産
に
留
ま
ら
な
い
、

作
物
生
産
の
効
率
化
、
商
品
化
を
含
む
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
企
画
で
き
る
人
材
教
育
を
目
指
し
た
。

　
「
事
業
は
二
次
、
三
次
産
業
に
留
ま
ら
ず
、
六
次
産
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
企
業
が
進
め
る
一
次
＋
二
次

＋
三
次
の
足
し
算
の
六
次
産
業
で
は
な
く
、
地
域
が
有
機
的

に
結
び
つ
い
た
一
次
×
二
次
×
三
次
の
掛
け
算
の
六
次
産
業

な
わ
け
で
す
」
と
力
強
く
語
る
有
田
教
授
。
案
内
し
て
く
れ

た
先
に
は
、
数
多
く
の
機
械
が
並
ん
で
い
る
。

　
「
素
材
を
押
し
潰
す
濾
過
圧
搾
機
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
す

る
凍
結
乾
燥
機
な
ど
、
中
小
企
業
や
個
人
で
は
入
手
が
難
し

い
マ
シ
ン
を
導
入
し
、
こ
こ
で
様
々
な
加
工
技
術
を
体
験
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
」

　

連
携
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
、
社
会
人
に
対
す
る
授
業
日
程
や

開
講
時
間
へ
の
き
め
細
か
い
配
慮
も
あ
り
、
授
業
の
出
席
率

発
想
は
掛
け
算
。

足
し
算
で
は
生
ま
れ
な
い
価
値
の
創
造
を
。

工
学
的
農
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

確
か
な
知
識
と
技
術
の
サ
ポ
ー
ト
、

そ
し
て
地
域
の
人
々
の
情
熱
で
、

地
元
の
特
産
物
が
様
々
に
生
ま
れ
変
わ
る

多くの試作を重ねて完成した「卵を使わ
ない 流氷大豆マヨドレ」。昨今の健康
志向にマッチした一品。

抽出した成分を分離する遠心分離機。様々な実験機
械は必要に応じて借用できる。

辻野貴之さん
（株式会社システムサプライ 
アグリプロセス事業部長）
自ら率先して、商品開発を進
める。「数値化したデータの検
証が重要だ」と言う。
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を
使
用
し
た
健
康
志
向
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
だ
。
I
T
が
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安
心
安
全
な
生
産
を
サ
ポ
ー
ト
。
生

産
さ
れ
た
食
材
を
良
く
理
解
し
付
加
価
値
を
創
造
し
た
レ
シ

ピ
を
開
発
す
る
こ
と
で
、「
食
事
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

食
文
化
の
提
案
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
農
園
だ
っ
た
。
ハ
ー
ブ
栽
培
と
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
生
産
の
「
ク
ッ
カ
ー
た
ん
の
」
に
勤
務
す
る
山

崎
淳
子
さ
ん
は
、「
ビ
ー
ツ
の
グ
ミ
」
を
企
画
し
た
。
ビ
ー

ツ
は
寒
冷
地
の
栽
培
に
適
し
た
地
元
の
特
産
物
。
都
内
の
大

手
百
貨
店
の
フ
ェ
ア
に
出
展
し
た
際
は
、
１
０
０
０
袋
を
売

り
上
げ
た
。「
学
ぶ
こ
と
の
す
べ
て
が
驚
き
の
連
続
で
し
た
」

と
語
る
山
崎
さ
ん
。
次
は
木
苺
の
商
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

予
定
だ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
少
し
郊
外
の
、
一
面
の
ハ
ー
ブ
に
囲
ま
れ
た
カ

フ
ェ
に
辿
り
着
く
。
香
遊
生
活
代
表
の
舟
山
秀
太
郎
さ
ん
は

建
設
業
に
加
え
て
、
20
年
前
か
ら
無
農
薬
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
化
粧
品
の
製
造
、
カ
フ
ェ
の
経
営
も
手
が

け
る
業
種
転
換
の
先
駆
者
で
あ
る
。「
畑
の
管
理
な
ど
様
々

な
こ
と
を
学
び
、
外
部
の
人
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
社
員

の
視
野
も
広
く
な
る
」
と
、
毎
年
社
員
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

講
さ
せ
て
い
る
。
地
元
を
愛
し
、
地
域
再
生
の
た
め
に
利
益

を
度
外
視
し
て
尽
力
す
る
。
事
業
は
何
人
も
の
理
解
あ
る

人
々
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
利
点
は
、
完
全
地
域
密
着
・
還
元
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
だ
と
い
う
こ
と
。
授
業
で
得
た
知
識
や
技
術
で
、
新
た

な
商
品
を
開
発
し
、
付
加
価
値
を
高
め
て
市
場
に
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
雇
用
も
生
ま
れ
る
。
活
動
の

輪
が
広
ま
り
、
近
隣
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
た
。
認
知

度
も
高
ま
り
、
北
見
工
業
大
学
の
発
案
で
、
同
様
の
取
り
組

み
を
行
う
大
学
と
「
地
域
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
連
絡
会
議
」
が

開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
北
見
工
業
大
学
に
は
、
バ

イ
オ
食
品
コ
ー
ス
も
新
設
さ
れ
た
。

　

事
業
は
文
部
科
学
省
の
支
援
期
間
終
了
後
も
、
自
治
体
や

民
間
企
業
が
引
き
継
ぐ
形
で
、
毎
年
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
「
性
急
に
結
果
を
求
め
て
は
だ
め
で
す
。
加
工
技
術
の
習

得
、
人
材
や
資
金
確
保
、
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
成
功
に

導
く
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
続
け

る
こ
と
で
す
。
続
け
る
こ
と
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
で
、

地
域
の
意
識
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い
け
ば
、
必
ず
結
果

が
付
い
て
き
ま
す
」
数
十
年
、
地
域
に
寄
り
添
い
、発
展
に

寄
与
し
て
き
た
有
田
教
授
の
熱
い
眼
差
し
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

他
に
も
、野
菜
か
ら
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
守
る
成
分
を
抽
出

し
利
用
し
た
化
粧
品
、ハ
マ
ナ
ス
を
使
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト

な
ど
、様
々
な
シ
ー
ズ
が
あ
り
、工
農
ク
リ
エ
ー
タ
ー
は
着
実

に
育
っ
て
い
る
。

　

広
大
な
自
然
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
材
。
北
見
工
業
大
学

の
努
力
が
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
日
は
近
い
。
地
域
の
中

核
拠
点
と
し
て
、
今
、
国
立
大
学
は
、
自
ら
の
知
を
地
域
社

会
に
開
放
し
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
す
。

山
崎
淳
子
さ
ん

（
ク
ッ
カ
ー
た
ん
の
勤
務
）

ふ
だ
ん
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
機

器
を
自
由
に
使
え
て
有
意
義
だ
っ

た
と
言
う
。
上
は
直
売
所
で
観
光

客
に
人
気
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス

と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
。

地
域
は
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
。

「
継
続
」と「
連
携
」で
、

北
の
大
地
を
さ
ら
な
る
豊
饒
の
地
に
！

舟山秀太郎さん （香遊生活代表）
オーガニック農場を経営し、様々なハーブを生産。

「ハーブティーは植物の命が溶け出したもの。私た
ちは命をいただいている」と語る。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─
　
　
　
　
　
人
に
、地
域
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
、
国
立
大
学
の
知
は
生
き
る
。

知
の
開
放
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国
連
職
員
時
代
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見
て
き
た
、

明
石
康
さ
ん
の
馴
染
み
の
あ
る
姿
。
82
歳
に
な
っ
た
現

在
も
、
あ
の
細
身
の
体
型
は
変
わ
ら
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
や
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
、
幾
多
の
困
難
な
現
場

を
ま
と
め
あ
げ
て
き
た
人
で
あ
る
。
明
石
さ
ん
は
人
を

包
み
込
む
よ
う
な
、
穏
や
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
口
調

で
、
我
々
に
話
を
さ
れ
る
。

　
「
英
語
に
つ
い
て
言
い
ま
す
と
、
日
本
人
は
な
ま
り

を
気
に
し
す
ぎ
る
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
国
連
で
40
年

過
ご
し
ま
し
た
け
ど
、
歴
代
の
国
連
事
務
総
長
は
皆
、

出
身
国
の
な
ま
り
の
あ
る
英
語
を
話
し
て
ま
し
た
。
歴

代
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
も
そ
う
で
す
。
カ
ー
タ
ー
大
統

領
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
テ
キ
サ

ス
州
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の

な
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
英
語
は
、
流
暢
に
話
せ
れ
ば

良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
要
は
中
身
で
す
。
そ
こ

を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
お
か
な
い
と
、
ど
う
い
う
形
で

英
語
を
勉
強
す
る
に
せ
よ
、
実
り
あ
る
も
の
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
」

　

秋
田
県
出
身
の
明
石
さ
ん
に
は
、
東
京
大
学
在
学
中

に
教
授
か
ら
、君
の
英
語
は
英
語
で
は
な
く
「
イ
イ
語
」

だ
ね
と
、
か
ら
か
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
「
東
大
の
授
業
は
、最
初
の
１
年
半
は
つ
ま
ら
な
か
っ

た
で
す
ね
え
。
大
教
室
で
１
０
０
人
以
上
が
一
緒
に
先

明
石 
康

現
役
時
代
、「
ミ
ス
タ
ー
国
連
」と
し
て
活
躍
し
た
明
石
康
さ
ん
。

日
本
人
初
の
国
連
生
え
ぬ
き
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
国
連
の
名
を

日
本
の
社
会
に
知
ら
し
め
、
事
務
次
長
と
し
て
活
躍
し
た
。

特
に
広
報
、
軍
縮
、
人
道
問
題
の
三
分
野
で
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
後
、

紛
争
解
決
の
た
め
の
国
連
平
和
維
持
活
動（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）を
指
揮
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
に
も
貢
献
し
た
。
そ
の
明
石
さ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
い
た
と
は
、
意
外
な
事
実
で
あ
る
。

撮影／鈴木理策 日
本
は
な
ぜ
戦
争
へ
の
道
を

突
き
進
ん
だ
の
か
。

そ
の
答
え
を
探
し
続
け
た
。

英
語
の
な
ま
り
を
気
に
し
て
い
て
は

前
に
進
ま
な
い
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生
の
講
義
を
受
け
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
ノ
ー
ト
を
取
る

だ
け
。
面
白
く
な
っ
た
の
は
、
教
養
学
部
の
後
期
課
程

で
ア
メ
リ
カ
科
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
旧
制

一
高
で
教
え
て
い
た
先
生
方
が
中
心
に
な
っ
て
作
ら
れ

た
も
の
で
、
二
つ
の
核
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
外
国

語
を
き
ち
ん
と
学
ば
せ
る
、
も
う
一
つ
は
人
間
と
し
て

の
基
礎
的
教
養
を
身
に
付
け
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
国
の
基
本
的
な
知
識
と
地
域
研
究
を
広
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
ん
で
す
。
少
人
数
制
で
、
日
本
人
教
員
も

外
国
人
教
員
も
非
常
に
優
秀
な
人
が
揃
っ
て
い
て
、
質

問
し
た
り
議
論
し
た
り
、
個
人
的
に
学
ぶ
機
会
も
た
っ

ぷ
り
あ
り
ま
し
た
。
私
は
知
的
好
奇
心
だ
け
は
人
一
倍

旺
盛
な
の
で
、
ア
メ
リ
カ
科
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス

科
、
イ
ギ
リ
ス
科
や
国
際
関
係
論
の
講
義
な
ど
も
聞
い

て
ま
し
て
ね
。
結
局
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
い
状
態
で
４

年
生
に
な
り
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
て
、
東
大
の
大
学
院
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院

に
進
ん
だ
わ
け
で
す
」

　

１
９
５
５
年
、東
京
大
学
を
卒
業
し
た
明
石
さ
ん
は
、

日
本
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
、フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
、ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
。

１
年
目
で
、バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
大
学
院
で
の
国
際
関
係

論
の
修
士
課
程
を
終
え
、明
く
る
年
、外
交
官
や
国
際

関
係
の
専
門
家
を
養
成
す
る
、タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
法
律
外
交
大
学
院
の
博
士
課
程
に
進
学
す
る
。

　
「
本
当
は
そ
こ
で
国
際
政
治
学
の
博
士
号
を
取
っ
て

か
ら
帰
国
し
て
、
日
本
の
大
学
で
学
者
の
道
を
進
も
う

と
考
え
て
い
た
ん
で
す
」

　

と
こ
ろ
が
状
況
は
一
変
す
る
。
１
９
５
６
年
の
夏
、

留
学
先
で
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
明
石
さ
ん

は
、頼
ま
れ
て
『
極
東
の
政
治
情
勢
』
と
題
し
た
ス
ピ
ー

チ
を
30
分
ほ
ど
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後

す
ぐ
、
国
連
の
幹
部
職
員
の
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
る
。「
国
連
で
働
い
て
み
な
い
か
？
」
と
。

　
「
と
っ
さ
の
こ
と
で
返
事
に
困
り
ま
し
た
。
で
も

元
々
、
国
連
に
興
味
が
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で

す
。
私
は
中
学
３
年
の
時
、
秋
田
で
終
戦
を
体
験
し
た

の
で
す
が
、
日
本
が
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
無
謀
な
戦
争

に
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
か
を
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
だ
け

が
過
激
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
覆
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
世
界
各
国

が
、
熱
病
み
た
い
な
も
の
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

わ
け
で
す
。
当
時
、
メ
デ
ィ
ア
も
世
論
も
一
気
に
戦
争

に
傾
倒
し
て
い
き
、
気
が
付
い
た
ら
も
は
や
引
き
返
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
二
度
と
あ
の
よ
う
な

悲
惨
な
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
。そ
う
考
え
た
時
、国
際
平
和
と
安
全

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
国
連
と
い
う
機
構

が
、チ
ャ
レ
ン
ジ
に
値
す
る
大
き
な
も
の
に
見
え
て
き

た
ん
で
す
」

　
「
日
本
が
今
、
高
等
教
育
に
か
け
る
公
的
な
支
出
は

先
進
国
の
中
で
最
低
水
準
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
国
民
と

し
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
よ
。
資
源
の
な

い
島
国
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
維

新
以
来
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
革
新
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
国
民
の
教
育

に
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
で
す
。
そ
し

て
現
代
、
広
く
世
界
の
水
準
か
ら
見
る
と
、
残
念
な
が

ら
日
本
の
大
学
は
あ
ま
り
自
慢
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
き

て
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
世
界
の
大
学
の
格
付
け
を
す

る
機
関
が
あ
っ
て
、
東
大
も
京
大
も
二
け
た
台
で
す
。

で
も
私
は
、
決
し
て
日
本
人
の
知
識
を
吸
収
す
る
能
力

が
落
ち
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
能
力
の
あ
る
人
は
世

界
中
に
同
じ
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

要
は
、
予
算
と
シ
ス
テ
ム
の
問
題
な
ん
で
す
。

　

教
育
の
裾
野
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
大
学
数

が
多
い
の
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
こ
に
質
が
保
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
や
は
り
問
題

明
石
さ
ん
の
運
命
を
決
め
た

国
連
で
働
い
て
み
な
い
か
？
の
ひ
と
言

高
等
教
育
に
か
け
る
公
財
政
支
出
が

先
進
国
中
最
低
水
準
の
日
本
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で
す
よ
ね
。
今
後
は
た
だ
大
学
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、

や
や
早
い
段
階
か
ら
専
門
教
育
を
す
る
専
門
学
校
的
な

も
の
を
増
や
し
て
い
く
の
も
一
案
で
し
ょ
う
。
た
と
え

ば
、
中
国
共
産
党
の
幹
部
た
ち
は
自
分
の
子
弟
を
ア
メ

リ
カ
の
一
流
大
学
に
通
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
ア

メ
リ
カ
で
は
都
市
部
に
で
は
な
く
、
都
市
周
辺
部
に
国

際
教
養
中
心
の
少
人
数
教
育
を
行
う
大
学
を
作
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
そ
の
上
に
は
プ
リ

ン
ス
ト
ン
、
イ
ェ
ー
ル
、
シ
カ
ゴ
大
学
な
ど
の
、
修
士

学
位
な
い
し
は
博
士
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
の
で
き
る

大
学
院
を
置
く
。
そ
う
い
っ
た
役
割
の
違
う
大
学
の
棲

み
分
け
と
連
動
が
、
日
本
で
も
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
と

思
う
ん
で
す
が
ね
」

　
「
英
語
に
話
を
戻
す
と
、
英
語
の
勉
強
だ
け
を
専
門

に
し
よ
う
と
す
る
か
ら
大
変
な
ん
で
す
よ
。
英
語
を
習

得
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
思
想
や
社
会
学
と
か
を
勉

強
す
る
副
産
物
と
し
て
英
語
を
身
に
付
け
る
、
と
い
う

ふ
う
に
す
る
の
が
一
番
良
い
方
法
な
ん
で
す
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
が
良
い
例
で
す
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、

特
別
に
高
度
な
英
語
教
育
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

英
語
で
経
済
学
、
法
学
、
な
い
し
は
理
工
系
の
教
育
を

し
て
い
る
ん
で
す
。
日
本
に
も
今
、
留
学
経
験
者
が
か

な
り
増
え
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
た

ち
に
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
語
で
も
教
え
る
機

会
を
与
え
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
効
果
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

社
内
公
用
語
を
英
語
に
統
一
し
よ
う
と
し
て
い
る
日

本
企
業
も
出
て
き
て
い
る
昨
今
、
近
い
将
来
、
教
育
現

場
で
も
そ
う
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
授
業
を
何
も
か
も
英
語
で
や
る
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
や
は
り
自
国
語
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
読
み
、
考

え
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
し
か
し
日
本

語
と
同
じ
よ
う
に
、
英
語
や
中
国
語
も
自
由
に
話
せ
る

人
が
も
っ
と
出
て
き
た
ら
、
そ
れ
で
教
育
現
場
は
活
性

化
す
る
は
ず
で
す
」

　

最
後
に
大
学
の
使
命
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
み
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
垣
根
を

越
え
て
お
互
い
に
理
解
し
合
お
う
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。
物
も
お
金
も
人
も
情
報
も
や

す
や
す
と
国
境
を
越
え
て
、
一
瞬
に
し
て
地
球
を
駆
け

巡
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。
確
か
に
い
ろ
ん
な
も

の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
動
い
て
い
る
わ
け
な
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
生
身
の
人
間
で

す
。
異
な
る
地
域
や
国
々
で
、
違
う
仕
事
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
、
共
通
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
、
そ

う
し
た
人
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
係
し
合
い
、
理
解

し
合
う
、
そ
う
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

は
、
ロ
ー
カ
ル
な
人
間
の
結
び
つ
き
な
ん
で
す
よ
。
よ

く
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
『
グ

ロ
ー
カ
ル
』
と
言
い
ま
す
け
ど
、
国
境
問
題
を
は
じ
め
、

国
と
国
の
い
ざ
こ
ざ
な
ど
、
そ
れ
を
共
通
の
立
場
に

立
っ
て
、
民
族
や
国
籍
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
考
え
る
人
が

多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
解
決
は
容
易
に
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
よ
。

　

世
界
を
俯
瞰
で
捉
え
ら
れ
る
、
よ
り
広
い
視
野
を

持
っ
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
以
前
、
北

京
大
学
で
講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
の

広
間
に
か
け
て
あ
っ
た
額
に
、『
木
だ
っ
た
ら
10
年
で

育
つ
、
人
間
だ
っ
た
ら
１
０
０
年
か
け
て
育
て
る
』
と

明石 康（Yasushi Akashi）
1931年、秋田県生まれ。東京大学教

養学部教養学科卒業。バージニア大

学大学院修了。57年国連入り。特別

政治問題担当事務次長室、事務総長

官房勤務。74年国連日本政府代表部

参事官。後に公使、大使。79年国連

広報担当事務次長、87年軍縮担当事

務次長。92年より国連事務総長特別

代表として、カンボジア、旧ユーゴ

スラビアの紛争解決に取り組む。97

年国連退官。現在、公益財団法人 国

際文化会館理事長、明石塾塾長、神

戸大学特別教授などを務める。

い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
含
蓄
の
あ

る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
人
材
は
簡
単
に
は
つ
く
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

明
石
さ
ん
の
国
際
平
和
へ
の
熱
い
思
い
は
、
国
連
を

退
官
さ
れ
た
今
も
な
お
、
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
国
立

大
学
で
培
わ
れ
た
探
究
心
と
国
連
で
鍛
え
抜
か
れ
育
ま

れ
た
強
靭
な
精
神
力
。
そ
の
全
て
が
、
日
本
そ
し
て
世

界
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
解
決
に
向
け
て
、
明
石
さ
ん

が
日
々
奔
走
す
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
基
本
は

互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
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知
の
拠
点
と
し
て
貢
献
す
る
国
立
大
学
で
は
、

日
頃
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
様
々
な
形
で

地
域
や
社
会
に
提
供
し
て
い
る
。

今
号
で
は
、商
品
開
発
や
体
験
教
室
・

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、各
大
学
独
自
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

授業後に振り返りを
行う実習生と

附属学校の指導教員。

柔らかさ計測ロボットで
目玉焼きの焼き加減を調べる参加者。

●
東
北
支
部

※「
教
育
養
成
高
度
化
に
対
応
す
る
附
属
学
校
の
教
育
実
習
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
化
構
想
」

大
学
の
社
会
人
教
育（
土
佐
F
B
C
）で

地
域
特
産
物
を
商
品
化

高
知
大
学

「
教
育
実
習
」指
導
教
員
の
た
め
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
開
発
・
制
作

京
都
教
育
大
学

「
柔
ら
か
さ
計
測
ロ
ボ
ッ
ト
」で

科
学
的
な
目
玉
焼
き
作
り
に
挑
戦

東
京
農
工
大
学

子供たちに夢を与える
「わくわくJr.カレッジ」

福島大学

中
国
・
四
国
支
部
●

東
京
支
部
●

近
畿
支
部
●

　

高
知
大
学
が
取
り
組
む
「
土
佐

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
タ
ー

人
材
創
出
事
業（
土
佐
F
B
C
）」は
、

地
域
の
食
品
産
業
の
た
め
の
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
社
会
人
対
象
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
文
部
科
学
省
の
助
成
で

２
０
０
８
年
か
ら

１
５
０
名
の
食
品

産
業
の
担
い
手
を

輩
出
し
て
き
た
。

　

授
業
は
食
品
製

造
・
加
工
や
マ
ネ

　
「
わ
く
わ
く
Ｊ
ｒ
．
カ
レ
ッ
ジ
」は
、

福
島
大
学
が
地
域
の
小
中
学
生
や
高

校
生
に
向
け
た
体
験
学
習
と
し
て
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
事
業
。
美

術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
と
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
中
で
も
「
サ
イ
エ
ン

ス
屋
台
村
」は
、
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
の
科
学
へ
の
興
味
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
夏

の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
毎
年

1
5
0
0
名
以
上
の
参
加
者
が
あ
る
。

今
年
も
福
島
市
内
の
教
育
施
設
を
会

場
に
、
様
々
な
体
験
型
科
学
実
験
が

実
施
さ
れ
た
。
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
楽
し
い
実
験
を
体
験
で

き
、
科
学
を
身
近
に
感
じ
る
だ
け
で

な
く
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
ヒ
ン

ト
に
も
な
る
と
子
供
た
ち
に
大
評
判

だ
。
ま
た
、
大
学
の
研
究
成
果
を
地

域
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

格
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
講
義
、
実
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
課
題
研
究
で
構
成
さ
れ
る
。

中
で
も
課
題
研
究
は
市
場
調
査
や
科

学
的
分
析
に
基
づ
い
た
地
域
特
産
物

の
商
品
開
発
が
行
わ
れ
、
砂
糖
不
使

用
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
含
有
量
を
高
め
た
グ
ア
バ
茶
な
ど
、

30
品
目
以
上
が
開
発
さ
れ
、商
品
化

さ
れ
て
い
る
。今
年
度
か
ら
自
治
体

や
地
元
企
業
の
協
力
で
、第
２
期
の

土
佐
F
B
C
が
ス
タ
ー
ト
し
、さ
ら

な
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

い
る
。

　

そ
の
中
間
成
果
物
と
し
て
制
作
さ

れ
た
の
が
、「
指
導
教
員
の
た
め
の
教

育
実
習
ガ
イ
ド
」（
小
学
校
編
、
中
学

校
編
）
D
V
D
。
そ
れ
ぞ
れ
教
育
実

習
ガ
イ
ド
と
授
業
実
践
集
の
２
枚
組

で
、
現
場
で
の
実
習
指
導
に
即
し
た

内
容
だ
。
京
都
府
内
全
て
の
教
育
委

員
会
、教
育
局
、総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

へ
配
布
さ
れ
、
学
校
関
係
者
に
貸
し

出
し
て
い
る
。

で
仕
上
が
り
が
大
き
く
変
わ
り
、

好
み
も
人
に
よ
っ
て
異
な
る
奥

の
深
い
料
理
。
教
室
で
は
担
当

教
員
が
開
発
し
た
「
柔
ら
か
さ
計
測

ロ
ボ
ッ
ト
」を
利
用
し
て
、
焼
き
加

減
を
数
値
デ
ー
タ
化
し
て
み
た
。
参

加
者
は
親
子
で
自
分
た
ち
が
作
っ
た

目
玉
焼
き
を
味
わ
い
、
自
分
の
好
み

と
計
測
数
値
と
の
相
関
を
実
感
し
、

目
玉
焼
き
の
上
手
な
作
り
方
を
マ
ス

タ
ー
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

京
都
教
育
大
学
は
、
文

部
科
学
省
特
別
経
費
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請

し
、
認
め
ら
れ
た
（
※
）。

２
０
１
１
年
度
か
ら
京
都

教
育
大
学
附
属
学
校
園
の
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
府
内
の
教

育
委
員
会
・
公
立
学
校
と
連
携
し
て
、

教
育
実
習
生
へ
の
よ
り
高
度
な
指
導

法
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
員
向
け

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

　

東
京
農
工
大
学
科
学
博
物
館
で
は
、

1
9
9
3
年
か
ら
毎
年
、
子
供
科
学

教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
教
室

は
子
供
た
ち
に
科
学
を
身
近
に
感
じ

て
体
験
・
学
習
し
て
も
ら
う
も
の
だ

が
、
同
時
に
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目

的
と
し
て
、
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
昨
年
開
催
し
た
「
科
学
的
な
目
玉

焼
き
マ
ス
タ
ー
教
室
」だ
。
目
玉
焼

き
は
簡
単
な
料
理
だ
が
、
焼
き
加
減

気分は博士！大きな試験管に液体を入れると・・・？

地
域
特
産
物
か
ら
ど
ん
な
商
品
が
開
発
で
き
る
か
？

連
日
賑
や
か
に
討
論
と
実
験
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
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地域を元気に！
「商大くんCAFE」で
ほっと一息

小樽商科大学

●
関
東
・
甲
信
越
支
部

　

茨
城
大
学
遺
伝
子
実
験
施
設
で
毎

年
開
催
し
て
い
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
実
験
講
座
。サ
イ
エ
ン
ス
の
楽
し

さ
・
面
白
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
、高

等
教
育
の
み
な
ら
ず
生
涯
学
習
に
も

貢
献
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。こ
れ

ま
で
に
茨
城
県
内
外
の
延
べ
4
5
0

名
の
高
校
生
、2
0
0
名
の
社
会
人

が
参
加
し
、評
判
と
な
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、世
界

の
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
な
ど

　

大
学
の
情
報
発
信
と
地
域
貢
献

を
目
的
に
、
2
0
0
7
年
か
ら
始

ま
っ
た
小
樽
商
科
大
学
の
公
式
ブ
ロ

グ「
商
大
く
ん
が
い
く
！
」。
教
職
員

と
学
生
の
混
成
チ
ー
ム
が
大
学
の

最
新
情
報
を
毎
日
楽
し
く
紹
介
す

る
。
2
0
1
3
年
に
は
ス
タ
ッ
フ
の

発
案
で
、
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
「
商
大
く
ん

C
A
F
E
」グ
ッ
ズ
を
作
成
し
た
。

　
「
も
ら
っ
て
嬉
し
い
使
え
る
グ
ッ

ズ
」を
テ
ー
マ
に
作
ら
れ
た
グ
ッ
ズ

は
、
保
温
ボ
ト
ル
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、

タ
ン
ブ
ラ
ー
な
ど
、
日
常
生
活
で
使

え
る
物
ば
か
り
。
こ
れ
ら
は
在
学
生

や
卒
業
生
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
に
無

償
で
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
学
生
の
課

外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
ま
た
、
大
学
主

催
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
景
品
と
し

て
、
一
般
の
人
々
に
広
く
配
布
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
解
決
に
応
用
が
期

待
さ
れ
る
技
術
で
、
医
療
や
工
業
分

野
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
様
々

な
形
で
役
立
っ
て
い
る
。
本
講
座
で

は
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
由
来
の
緑
色
蛍

光
タ
ン
パ
ク
質
を
作
る
遺
伝
子
を
微

生
物
に
入
れ
て
「
光
る
微
生
物
」を

作
っ
た
り
、
納
豆
菌
の
細
胞
か
ら
遺

伝
情
報
の
刻
ま
れ
た
D
N
A
を
取
り

出
し
た
り
と
い
っ
た
、
興
味
深
い
実

験
を
行
っ
て
い
る
。

高校生も社会人も
バイオテクノロジー
実験に挑戦！

茨城大学

カラフルな
「商大くんCAFE」グッズの数々。

　
「
き
ら
め
き
ユ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
、
熊
本
大
学
が
在
学
生
の
自

主
性
や
創
造
性
を
育
て
る
た
め
に
始

め
た
支
援
企
画
。
採
択
さ
れ
る
と
経

費
や
物
資
の
支
援
が
得
ら
れ
、
大
学

内
外
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
。「
点

字
っ
て
楽
し
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は

昨
年
採
択
さ
れ
た
企
画
で
、
工
学
部

技
術
部
職
員
の
指
導
で
製
作
さ
れ
た

「
音
声
式
点
字
タ
イ
プ
教
具
」10
台
が
、

昨
年

１１
月
、
九
州
・
沖
縄
の
全
て
の

盲
学
校
・
視
覚
総
合
支
援
学
校
に
1

台
ず
つ
贈
呈
さ
れ
た
。

　

贈
呈
式
で
は
全
校
長
が
拍
手
で
学

生
を
出
迎
え
、
全
九
州
盲
学
校
長
会

の
代
表
は
「
大
学
が
盲
学
校
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り
が

た
い
。
教
具
に
触
れ
て
、
児
童
に
試

さ
せ
た
い
事
が
次
々
に
浮
か
ん
だ
。

全
国
提
供
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

手
作
り
の
音
声
点
字
教
具
を

九
州
・
沖
縄
の
全
て
の
盲
学
校
に
贈
呈熊

本
大
学

九
州
支
部
●

●
北
海
道
支
部

未来型ロボットに挑む
「TUTオープンチャレンジ
プロジェクト」

豊橋技術科学大学

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
に
は
高
度
な

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
習
得
し
た
全
国
の

高
専
卒
業
生
た
ち
も
数
多
く
入
学
し

て
い
る
。
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
推

め
て
い
る
の
が
文
部
科
学
省
の
委
託

事
業
「
Ｔ
Ｕ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。「
未
来
を
予

測
す
る
の
は
難
し
い
、
な
ら
ば
そ

の
未
来
を
作
っ
て
し
ま
お
う
！
」と
、

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
の
企
画
立
案
、
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
制
作
、
国
内
外
で
の
技

術
展
示
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
生
み
出
さ
れ
た
20
を
超

え
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ゴ
ミ
拾
い
す
る

ゴ
ミ
箱
ロ
ボ
ッ
ト
、
変
形
し
な
が
ら

転
が
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
み
か
ん
型
の
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば
か

り
。
毎
年
豊
橋
市
内
の
こ
ど
も
未
来

館
で
展
示
さ
れ
、
国
内
外
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 東海・北陸支部●

贈られた手作りの音声点字教具を
楽しく使う子供たち。

ゴミを拾ってもらおうと、
近づいてくるロボットに

驚く子供たち。

遺
伝
子
組
換
実
験
に
挑
む
高
校
生
。
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宮
城
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
１

年
の
板
垣
翔
大
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、
中
学

校
の
技
術
科
教
員
。
技
術
科
は
も
の
づ
く
り

と
同
時
に
種
々
の
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
も

重
要
な
使
命
で
あ
り
、
彼
は
教
育
の
情
報
化

促
進
を
阻
害
す
る
壁
、
中
で
も
電
子
黒
板
に

関
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
た
。
と
い
う
の
は

電
子
黒
板
は
、
有
効
性
は
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、導
入
費
用
が
高
く
、学
校
間
格
差

が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
地
元
の
学
校

で
徹
底
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
実
態
調
査
を
実

　

横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
４
年
の

高
野
ひ
か
り
さ
ん
は
、
日
本
女
子
ラ
ク
ロ
ス

界
で
活
躍
す
る
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
。
ラ
ク
ロ

ス
を
始
め
た
の
は
大
学
入
学
後
、
先
輩
に
誘

わ
れ
て
参
加
し
た
ラ
ク
ロ
ス
部
の
練
習
で
、

う
ま
く
プ
レ
イ
出
来
な
い
こ
と
に
、
悔
し
さ

を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

ラ
ク
ロ
ス
は
先
に
網
の
付
い
た
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
ボ
ー
ル
を
奪
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
。
高
校

ま
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
だ
っ
た
高
野
さ
ん
は
、

１
年
生
で
関
東
選
抜
の
選
手
と
な
り
、
そ
こ

か
ら
日
本
代
表
選
手
に
も
選
ば
れ
、
２
年
生

で
「
女
子
U　

日
本
代
表
」
と
し
て
世
界
選

手
権
に
参
加
。
チ
ー
ム
は
今
年
７
月
、
カ
ナ

ダ
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
９
位
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。

施
。そ
の
結
果
、電
子
黒
板
は
多
機
能
で
あ
る

よ
り
む
し
ろ
、簡
単
に
確
実
に
操
作
で
き
る

こ
と
、
そ
し
て
授
業
の
テ
ン
ポ
を
落
と
さ
ず

に
進
行
で
き
る
こ
と
が
最
重
要
と
分
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
開
発
し
た
の
が
、
安
価
な
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
各
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

大
型
テ
レ
ビ
と
接
続
し
、
簡
単
に
電
子
黒
板

同
様
の
機
能
を
実
現
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
費
用
を
大
幅
に
削

減
で
き
、
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
多
く

の
学
校
の
I
C
T
教
育
環
境
が
容
易
に
整
え

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
日
本
産
業

技
術
教
育
学
会
主
催
の
「
第
7
回
技
術
教
育

創
造
の
世
界
発
明
・
工
夫
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
最
高
賞
の
学
会
長
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
大

学
の
学
長
賞
も
受
賞
し
た
。

　

板
垣
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
を
こ
う
語
る
。

「
初
め
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
か
な
り
苦

労
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
作
っ
た
も
の
で
子

供
た
ち
が
生
き
生
き
と
授
業
に
参
加
す
る
姿

は
、
僕
の
教
員
へ
の
想
い
を
よ
り
一
層
高
め

ま
し
た
。
今
後
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
続
け
、
現

場
目
線
で
改
良
を
重
ね
て
行
く
予
定
で
す
」

　

彼
の
生
み
出
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

ま
す
ま
す
進
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

平
日
は
授
業
と
ラ
ク
ロ
ス
部
の
練
習
、
週

末
は
日
本
代
表
の
練
習
と
、
多
忙
な
日
々
を

送
る
高
野
さ
ん
だ
が
、
中
学
校
の
教
員
に
な

る
と
い
う
夢
に
向
け
て
、
勉
学
と
の
両
立
に

励
ん
で
い
る
。　

　
「
海
外
遠
征
も
多
く
、
ラ
ク
ロ
ス
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
人
々
と
出
会
い
、
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
。
他
国
の
選
手
と
は
試
合
以
外

で
も
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
互
い
の
文
化

な
ど
を
語
り
あ
い
共
通
の
話
題
で
盛
り
上
が

る
こ
と
も
多
い
で
す
」と
話
す
高
野
さ
ん
。

　

今
後
の
目
標
は
、
日
本
代
表
の
先
輩
選
手

か
ら
信
頼
さ
れ
る
主
力
選
手
に
な
り
、
次
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
。

　

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

画
期
的
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
で
、

テ
レ
ビ
が
電
子
黒
板
に
変
身
！

宮
城
教
育
大
学
／
板
垣
翔
大
さ
ん

ラ
ク
ロ
ス
と
勉
学
に
励
む
日
々
。

「
目
標
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
メ
ダ
ル
」

横
浜
国
立
大
学
／
高
野
ひ
か
り
さ
ん

日本代表チームの練習風景。右が高野さん。

教育実習中の板垣さん。タブレット端末を操作して、モニターに映し出す。  

ラクロス部の仲間たちと。左から２番目が高野さん。

19
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「
な
ぜ
私
た
ち
は
色
を
認
識
で
き
る
の

か
？
」。
こ
の
解
明
に
挑
戦
し
た
の
が
、
名

古
屋
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
３
年
の
片
山
耕
大
さ
ん
。
彼
は
サ
ル

の
色
覚
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
か
ら
色
認

識
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
指
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
目
の
中
に
は
色
を
認
識
す
る
３

種
類 (

赤
・
緑
・
青) 

の
タ
ン
パ
ク
質
が
あ
る

が
、
試
料
の
調
製
が
難
し
く
、
光
に
反
応
す

る
タ
ン
パ
ク
質
の
性
質
上
、
暗
闇
で
の
実
験

を
要
す
る
と
い
っ
た
問
題
か
ら
、
こ
れ
ら
の

研
究
は
世
界
的
に
も
進
行
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
彼
は
地
道
に
タ
ン
パ
ク
質
を

　

山
口
大
学
文
化
会
吹
奏
楽
部
は
１
９
９
３

年
に
同
好
会
と
し
て
始
ま
っ
た
。
今
年
で
20

年
と
、
ま
だ
歴
史
は
浅
い
な
が
ら
も
、
現
在

の
部
員
数
は
１
８
０
名
で
学
内
で
も
最
大
級

の
部
員
数
を
誇
る
部
活
動
へ
と
成
長
し
て
き

た
。「
楽
器
を
吹
い
て
優
し
い
人
に
な
ろ
う
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
多
く
の
人
々
に
支
え

ら
れ
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

現
在
の
活
動
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
で
の

楽
器
指
導
、
商
業
施
設
な
ど
で
の
訪
問
演
奏
、

定
期
演
奏
会
な
ど
と
幅
広
く
、
音
楽
を
通
じ

て
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
っ
て
い
る
。
ま
た

毎
年
夏
に
は
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、

冬
に
は
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

作
製
、
高
精
度
な
分
光
測
定
技
術
を
駆
使
す

る
こ
と
で
、
世
界
で
初
め
て
サ
ル
の
赤
・
緑

タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
に
成
功
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
赤
と
緑
を
見
分
け
る
タ
ン
パ
ク
質

の
構
造
基
盤
を
見
出
し
、
両
者
の
わ
ず
か
な

構
造
の
違
い
が
、
異
な
る
色
の
光
の
感
知
に

重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
研
究
を
通
じ
て
、
困
難
な
問
題
に
継
続

し
て
取
り
組
む
忍
耐
力
、
失
敗
か
ら
成
功
に

導
く
積
極
的
問
題
解
決
能
力
、
そ
し
て
国
内

外
の
学
会
発
表
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
論
理

的
に
物
事
を
説
明
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
片
山
さ
ん
。

　

こ
う
し
た
研
究
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
年
３
月
に
、
日
本
学
術
振
興
会
・
育
志
賞

を
受
賞
。今
後
は
、色
認
識
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研

究
を
継
続
す
る
一
方
で
、匂
い
、味
な
ど
の

認
識
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
、原
子・分
子

レ
ベ
ル
で
追
及

し
、最
終
的
に
は

創
薬
や
医
療
へ

の
貢
献
を
目
指

す
と
い
う
。
片

山
さ
ん
の
夢
は

世
界
に
広
が
る
。

に
出
場
し
、
と
も
に
過
去
５
回
全
国
大
会
へ

出
場
し
て
い
る
。

　

部
長
の
赤
石
恵
太
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
12

年
間
吹
奏
楽
を
や
っ
て
き
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
一
番
大
切
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

挫
折
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
仲
間

や
家
族
の
支
え
で
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
吹
奏
楽
は
、
楽
器
を
奏
で
る
技
術
だ

け
で
は
な
く
、
人
と
し
て
も
私
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
ま
す
」と
語
る
。

　

そ
ん
な
赤
石
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
、「
自

分
の
た
め
で
は
な
く
、
人
の
た
め
に
尽
力
す

る
こ
と
。
吹
奏
楽
部
で
は
、
み
ん
な
が
誰
か

の
た
め
に
演
奏
し
、
全
員
で
人
に
感
動
を
与

え
る
演
奏
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
私
自
身
が
働
き
か
け
、
大
学
一

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
い
い
部
を
目
指
し
て
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

部
長
の
熱
い
思
い
の
も
と
、
吹
奏
楽
部
の

結
束
は
固
い
。

色
認
識
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
迫
る
、

タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
に
成
功
！

名
古
屋
工
業
大
学
／
片
山
耕
大
さ
ん

大
学
一
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
目
指
す
、

「
楽
器
を
吹
い
て
優
し
い
人
に
な
ろ
う
」

山
口
大
学
／
文
化
会
吹
奏
楽
部

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

部員一丸となり、地域交流を深めていく。

遺伝子操作実験中の片山さん。唯一の光存在下での実験だ。

コンクール終了後、ホッとした表情のメンバーたち。

レチナール蛋白質国際会議で
PosterAwardを受賞。
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